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沢．岳人 7 月号(733):164-165． 
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宮崎良文．2008．五感を働かせるほど効果的な森林セラピー．エル・ジャポン・アシェット 11月号:406-407． 
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池上文雄．2008．自然が育む健康．野田市講演会．2 月 9 日 野田市総合福祉会館． 
 
池上文雄．2008．健康雑学事始め．日本大学薬学部講演会．2 月 21 日． 
 
池上文雄．2008．医と食と健康．流山市講演会．3 月 15 日． 
 
池上文雄．2008．地球は大きな薬箱－身近にある日本の薬草．千葉市科学館講演会．3 月 16 日． 
 
池上文雄．2008．食は健康の源なり．大学コンソーシアム柏健康フェア講演会．4 月 20 日． 
 
池上文雄．2008．医食同源のすすめ－自然が育む健康．藤心まなび倶楽部研修会．6 月 3 日． 
 



池上文雄．2008．身近な野菜・ハーブの健康機能性．光が丘地域柏市民健康づくり推進員研修会．6 月

11 日． 
 
池上文雄．2008．ペルシャ伝統薬への誘い．サプリメント医療薬学研究会講演会．7 月 12 日． 
 
池上文雄．2008．地球は大きな薬箱－身近にある日本の薬草．夏休み薬草教室．7 月 26，27 日． 
 
池上文雄．2008．ペルシャの薬草－シルクロードからジパングへ．昭和薬科大学薬草教室講演会．8 月 2
日． 
 
池上文雄．2008．東洋医学に立脚した食材の生産．千葉県高機能性食品開発事業化研究会講演会．8 月 4
日． 
 
喜多敏明．2008．水滞について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 2 回）．7 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．漢方薬入門講義．サマーサイエンスキャンプ．8 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．プライマリケアと漢方．平成 20 年度医学部・医科大学生のための東洋医学卒前セミナ

ー．8 月 東京． 
 
喜多敏明．2008．女性の心・身体と漢方－家族や自己の健康管理のために．女性のための健康教室．9
月 松戸． 
 
喜多敏明．2008．漢方の基本的な考え方／お勧め 10 処方．漢方入門．琵琶湖 ONE DAY セミナー．9
月 草津． 
 
喜多敏明．2008．プライマリケアと漢方．第 1 回 筑波大学漢方教育セミナー．9 月 つくば． 
 
喜多敏明．2008．虚実・血虚・血熱について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 3 回）．9 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．漢方の基本的な考え方／プライマリケアと漢方．関東甲信越地区大学教官／勤務医の

ための漢方医学セミナー．10 月 東京． 
 
喜多敏明．2008．各種疾患に対する漢方治療．第 2 回 筑波大学漢方教育セミナー．10 月 つくば． 
 
喜多敏明．2008．漢方概論－呼吸器疾患の漢方治療を中心に．診て聴いて触れる漢方ステップアップセ

ミナー．10 月 水戸． 
 



喜多敏明．2008．不定愁訴に対する漢方治療．第 3 回 筑波大学漢方教育セミナー．11 月 つくば． 
 
喜多敏明．2008．寒熱・燥湿について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 4 回）．11 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．病気になる前に治療する東洋医学の知恵．千葉大学環境健康フィールド科学センター

祭．11 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．漢方をプライマリケアに導入するメリット．漢方医学 32(1):36． 
 
喜多敏明．2008．漢方と健康づくりについて．平成 19 年度柏市役所幹部会（講和）．1 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．運動器疾患－痛みを中心として．明日から使える漢方講座 3．1 月 東京． 
 
喜多敏明．2008．気逆の症候に対する漢方治療．第 11 回柏の葉東洋医学研究会．1 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．風邪症候群に対する漢方治療．第 1 回松戸漢方研究会．2 月 松戸． 
 
喜多敏明．2008．気鬱の症候に対する漢方治療．第 12 回柏の葉東洋医学研究会．2 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．東洋医学の未病・健康診断サービスによる健康づくり．柏健康タウンミーティング．2
月 柏． 
 
喜多敏明．2008．漢方と健康づくり．柏市・千葉大学「健康づくり市民公開講座」．2 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．漢方薬とは？－漢方医学の基礎知識／漢方医学的視点から－病人を治療する．北陸臨

床研修指導医セミナー．3 月 金沢． 
 
喜多敏明．2008．東洋医学の視点からみたプライマリケア－質の高い包括的医療の実践にむけて．プラ

イマリケアにこそ漢方を．4 月 奈良． 
 
喜多敏明．2008．プライマリケアと漢方－質の高い包括的医療の実践にむけて．後期レジデントのため

の漢方連続講座 in Chiba．5 月 千葉． 
 
喜多敏明．2008．ストレス疾患に対する漢方治療．第 67 回沖縄中医学研究会．5 月 沖縄． 
 
喜多敏明．2008．血について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 1 回）．5 月 柏． 
 
喜多敏明．2008．未病を治療し病気を予防する東洋医学の知恵．千葉大学予防医学センター第 1 回市民



講座．6 月 柏． 
 
古在豊樹．2008．Role of Closed Plant Production Systems under Rise in Price of Fossil Fuel and 
Global Warming. International Forum on Bio-Environmental and Bio-energy Engineering 
(2008-IFBBE). October 17．China Agricultural University College of Water Conservancy and Civil 
Engineering．China Agricultural University. 
 
古在豊樹．2008．植物工場の種苗産業への応用．植物品種保護戦略フォーラム．11 月 28 日．自転車会

館 東京． 
 
古在豊樹．2008．園芸を学んだ者としてのより良い人生とは．11 月 21 日．長野県立上伊那農業高校． 
 
古在豊樹．2008．充実のライフスタイルを考える：パネルディスカッション（松田義幸・堂本暁子・古

在豊樹・徳山郁夫）．11 月 9 日 さわやか千葉県民プラザ． 
 
古在豊樹．2008．千葉大学環境健康フィールド科学センターの地域連携と理念．千葉大学環境健康フィ

ールド科学センター．11 月 3 日 千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
古在豊樹．2008．石油価格高騰と地球温暖化状況下における園芸（基調提言）：シンポジウム「本来農業

への道」．有限責任中間法人本来農業ネットワーク．9 月 28 日 愛知県田原市． 
 
古在豊樹．2008．薬用植物栽培についての勉強会「閉鎖型苗生産システムとその薬用植物苗生産への応

用」．9 月 13 日 群馬県沼田市役所・JA 利根沼田本所． 
 
古在豊樹．2008．自然と文化、音と言葉の風景．千葉文芸フォーラム． 
 
宮崎良文．2008．自然セラピープロジェクトの新たな取り組み自然と感性－生理評価の視点から．持続

可能なまちづくりに関する大学と地域の連携推進交流会．7 月 千葉県総合企画部． 
 
宮崎良文．2008．森林セラピーの研究の現状と千葉県との共同研究の方向．千葉大学・千葉県連携推進

協議会．8 月 千葉大学けやき会館．                                 
 
宮崎良文．2008．自然がもたらす快適性増進効果．公開講座「健康・環境システムトピックス」．8 月 帝

京科学大学． 
 
宮崎良文．2008．森林浴の生理活性効果-日本での森林セラピー研究．韓国全南大学講演．10 月 韓国

全南大学． 
 



宮崎良文．2008．森林などの癒やし効果とセラピーとしての可能性を考える森林セラピーの癒し効果と

その実証．健康と癒やしの森フォーラム IN ちば．10 月．千葉県京葉銀行文化プラザ音楽ホール． 
 
宮崎良文．2008．森林セラピーの快適性増進効果．森林セラピーセミナー．10 月 いわき市湯の岳山荘

（いわき市林業研修センター）． 
 
宮崎良文．2008．前会長・現会長・現副会長による鼎談「生理人類学の過去・現在・未来」．日本生理人

類学会 30 周年記念講演会．11 月 学士会館． 
 
宮崎良文．2008．生理指標による健康・感性･快適性の評価法．自然と人間、考え方から具体的評価法、

実験例、個人差のアプローチまで．11 月 ISS 産業科学スステムズ．                     

 
宮崎良文．2008．森林セラピー基地構想と森のリラックス効果－心を癒す森林セラピー．12 月 千葉大

学・千葉商工会議所・観光立県支援フォーラム． 
 
宮崎良文．2008．自然と感性－生理評価の視点から．機械学会第 30 回バイオサロン招待講演．1 月 芝

浦工業大学 豊洲キャンパス． 
 
宮崎良文．2008．森林セラピーと木材の癒し効果．食と木と健康を科学する講演会．1 月 鹿児島県市

民文化ホール． 
 
宮崎良文．2008．木と森の快適さを科学する．森林セラピーシンポジウム基調講演．2 月 鳥取県智頭

町保険・医療・福祉総合センター． 
 
宮崎良文．2008．森林と快適性．フォレストセラピー推進フォーラム．2 月 福島県農業総合センター． 
 
宮崎良文．2008．森林セラピーの癒し効果とその実証．上野村主催講演会．5 月 群馬県上野村役場． 
 
宮崎良文．2008．「森の癒し」を活かすために．第 1 回やまなし森林セラピーネットワーク研修会．6 月 

山梨県立男女共同参画推進センター． 
 
松本毅．2008．お灸について．健康フェア．4 月 柏． 
 
松本毅．2008．針灸実技実践講座．(財）東方医療振興財団．4 月 東京． 
 
松本毅．2008．鍼灸治療について．性差医療情報ネットワーク．6 月 柏． 
 
野田勝二．2008．自助・共助の新しい取り組み－減災ラボ（柏市・新潟市）の取り組みから（パネリス



ト）．ウェザーニューズ ラウンドテーブルディスカッション．11 月 15 日 株式会社ウェザーニューズ

減災ラボプロジェクト事務局． 
 
野田勝二．2008．かしわの未来をスケッチしよう‐バイオマスの利活用について考える（パネルディス

カッションコーディネータ）．バイオマスシンポジウム．3 月 8 日 柏市（麗澤大学生涯学習プラザ プラ

ザホール）． 
 
野田勝二．2008．園芸療法研究の歩み．第 13 回園芸療法勉強会．5 月 17 日 NPO 法人園芸療法勉強会

（HTW）．香取市山田公民館． 
 
大山克己・古在豊樹・天野洋・野田勝二．2008．柏の気象をはかる・知る あなたも市民気象台になり

ませんか？（パネリスト）．ワークショップ．4 月 5 日 千葉大学・株式会社ウェザーニューズ・かしわ

環境ステーション．千葉大学環境健康フィールド科学センター シーズホール． 
 


